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voice

工
事
部
で
工
事
課
長
を
務
め
て
い
る

猪
狩
裕
二
さ
ん
は
、
２
０
１
４
年
に
有

限
会
社
吉
田
工
業
へ
中
途
入
社
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
を
担

当
し
な
が
ら
、
工
事
課
長
と
し
て
メ
ン

バ
ー
を
力
強
く
引
っ
張
っ
て
き
た
猪
狩

さ
ん
。
ど
の
よ
う
に
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
維
持
し
て
働
き
続
け
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
猪
狩
さ
ん
の
仕
事
に
対

す
る
思
い
に
迫
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
経
歴
と
、

現
在
担
当
し
て
い
る 

業
務
に
つ
い
て 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
ず
っ
と
建

設
業
界
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
吉
田

工
業
に
入
社
す
る
直
前
は
協
力
会
社
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
事
情
が
あ
り
転

職
を
決
断
。
そ
の
際
、
以
前
か
ら
面
識

が
あ
っ
た
吉
田
社
長
に
相
談
す
る
と
、

「
吉
田
工
業
で
働
か
な
い
か
」と
誘
っ
て

い
た
だ
き
、
入
社
に
至
っ
た
の
で
す
。

入
社
以
来
工
事
部
に
所
属
し
て
お
り
、

現
在
は
主
に
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
補

強
工
事
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

印
象
に
残
っ
て
い
る 

仕
事
に
つ
い
て 

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
新

潟
県
に
あ
る
上
越
火
力
発
電
所
の
工

事
。
こ
の
現
場
で
は
、
吉
田
工
業
と
し

て
は
珍
し
く
配
管
施
工
の
管
理
業
務
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
に
一
緒
に
行
っ
た

メ
ン
バ
ー
も
、
全
員
が
初
め
て
の
経
験

だ
っ
た
た
め
、
苦
労
が
多
か
っ
た
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。
管
理
業
務
で
は
、
作

業
工
程
の
組
み
立
て
や
協
力
会
社
へ
の

指
示
出
し
、
進
捗
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
作
業
は
パ
ソ
コ
ン
で
管
理
し

て
い
る
の
で
、
ま
ず
は
シ
ス
テ
ム
の
使

用
方
法
か
ら
覚
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
普
段
パ
ソ
コ
ン
を
使
わ
な
い

た
め
、
吉
田
社
長
に
教
え
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
な
ん
と
か
無
事
に
習
得
。
同

時
に
、
現
場
に
出
て
実
際
に
施
工
も
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
毎
日
が
慌
た
だ

し
く
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
急
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
も

多
々
あ
り
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら
の
ご

要
望
だ
っ
た
た
め
断
れ
ず
、
ど
う
に
か

し
て
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
効
率
的
に

作
業
を
進
め
、
完
遂
し
た
際
に
は
ホ
ッ

と
し
た
も
の
で
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を 

維
持
す
る
コ
ツ
は 

あ
り
ま
す
か
。

私
は
い
つ
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
の
楽

し
み
を
持
つ
よ
う
に
し
て
、
仕
事
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
ま
す
。
た

と
え
ば
、
40
歳
に
な
っ
た
の
を
機
に
、

な
に
か
新
し
い
趣
味
を
持
ち
た
い
と

思
っ
て
選
ん
だ
の
が
バ
イ
ク
。
２
０
２

３
年
７
月
に
普
通
自
動
二
輪
免
許
を
取

得
し
て
乗
り
始
め
ま
し
た
。
続
け
て
、

２
０
２
３
年
11
月
に
は
大
型
二
輪
免
許

も
取
得
。
ま
だ
大
型
バ
イ
ク
は
購
入
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
次
は
免
許
を
活
か
せ

る
よ
う
な
大
き
な
バ
イ
ク
の
購
入
を
目

標
に
、
仕
事
に
励
ん
で
い
く
つ
も
り
で

す
。
吉
田
工
業
の
中
に
も
バ
イ
ク
が
好

き
な
社
員
が
多
い
た
め
、
ぜ
ひ
一
緒
に

ツ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

業
績
を
上
げ
る
た
め
に

行
っ
て
い
る
取
り
組
み

は
あ
り
ま
す
か
。

業
績
を
上
げ
る
に
は
、
案
件
を
受
注

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
目
の
前
に
あ
る
進
行
中
の
案
件
に

丁
寧
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
無
事
故
・
無
災
害

で
現
場
を
終
わ
ら
せ
て
、
お
客
様
か
ら

信
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
次
の
案

件
の
受
注
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
、
今
後
の
目
標
や

若
手
社
員
へ
の 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を 

お
願
い
し
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
、
こ
れ
か
ら
も
安
全

第
一
で
施
工
を
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
は
、
現
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
現
場
で
は
重
量
物
を
扱
う
た

め
、
危
険
な
場
面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
際
に
、
仲
間
同
士
で
し
っ
か

り
声
を
か
け
合
え
る
関
係
性
が
築
け
て

い
な
い
と
、
事
故
の
リ
ス
ク
は
増
え
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
よ
り
安
全
性
を
高

め
る
た
め
に
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

若
手
社
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
は
積
極
的
に
聞
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
上
司
や
ベ
テ

ラ
ン
社
員
に
は
、
話
し
か
け
に
く
い
と

い
う
方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
な

る
べ
く
話
し
か
け
や
す
い
雰
囲
気
作
り

に
努
め
て
い
る
た
め
、
ぜ
ひ
一
歩
踏
み

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ
ん
、

先
ほ
ど
も
お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
私
か

ら
も
皆
さ
ん
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
く
つ
も
り
で

す
。風

通
し
の
い
い
職
場
作
り
に
注
力

し
、
無
事
故
・
無
災
害
を
目
指
し
て
い

る
猪
狩
さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
仕
事
へ
の

情
熱
を
胸
に
、
現
場
へ
と
足
を
運
び
ま

す
。
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今さら聞けない……！
ビジネスマナーの
基礎

社会人には欠かせないビジネスマナー。わかって
いるつもりでも、抜けている部分があるかもしれ
ません！この機会に改めて正しい知識を身につ
け、ワンランク上の社会人を目指しましょう！

バイト敬語 ビジネス表現

● 敬語の基本

● 基礎のマナー

● 名刺の渡し方

こちらでよろしいでしょうか？

こちらが説明書でございます。

30分程お待ちいただけますか？

これでよろしかったでしょうか。

30分程お待ちいただく形になります。

こちらが説明書になります。

● 謝罪時の言葉遣い

・取引先への謝罪

「ご不快な思いをさせてしまい、誠に申し訳ございません。
今後は対策を徹底し、再発防止に取り組んでまいります」

・上司や先輩への謝罪

「申し訳ございません。私の確認不足でした。今後このような
ことがないよう、確認を徹底いたします」

謝罪をするときは、「ごめんなさい」ではなく、「申し訳ございません」
や、「大変失礼いたしました」など、丁寧な言葉使いを意識しましょ
う。また、言い訳や説明からではなく、まずは謝罪の言葉を伝えるこ
とが大切です。そして、原因と今後の対策を伝え、最後に改めてお詫
びの言葉を述べることで、より誠意が伝わりやすくなるでしょう。
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例えば、保守点検時に点検漏れがあった場合、すぐに伝えなかったために未点検
箇所の不具合が発生するかもしれません。「なぜ点検漏れがあったのか」という
理由よりも、「点検漏れがあった」という事実を迅速に伝える必要があります。日
頃から報連相を徹底することで、多くの事故を防げるのです。



紹介されるのはこの方！

建設の現場が忙しかった頃、夜食で
おにぎりやサンドイッチなどを用意
してくれたことがありました。残業
を終え、現場から帰ってきた私たち

を笑顔で出迎えてくれることや、夜
食などの細やかな心遣いが本当に嬉
しく、ホッとすることができます。

同じ頃に入社して３年近く経ちます。羽深さん
は周りを本当によく見ていますし、細やかな心
遣いと笑顔にいつも助けられています。

現場のフォローまで、本当にありがとうござい
ます。これからもどうぞよろしくお願いいたし
ます。

羽深さんはクレーンやフォークリフ
トの資格も保有。数年前に資格を
取ったそうで、現場でオペレーター
の人数が足りないときなど、ヘルプ

に出てもらっています。今回上越事
業所では大きい工事に着手している
ため、数週間のうち何日か、現場を
助けてもらっています。

機械操作の資格を活かしヘルプ要員として活躍人事部 事務

羽深 香織さん
は     ぶか       か     おり

繁忙期に夜食の用意！現場の士気も高まる

稲吉さんから羽深さんへメッセージ

事務職の方を
リスペクトする気持ち

業務のことはもちろん、業務以外のこ
とでも日頃からやり取りをしており、
深く感謝の気持をしていることがよく

伝わります。大変な仕事を押し付け合
うのではなく、お互いに尊重して仕事
を進めていく姿は素晴らしいですね。

取材を通して発見した稲吉さんの神対応もご紹介します♪

稲吉さんに聞く！
営業職の皆さんの神対応
現場で働く方々を後方から支援する事務職の皆さん。仕事上のスキルだけでな
く、現場に役立つさまざまな「強み」もお持ちとのこと！取締役の稲吉さんに、
事務員・羽深さんの対応力の素晴らしさについて伺いしました。

私が紹介します
現在上越事業所には１名の事務職の方がいます。事務職
の方には、日々見積もりや施工関連のデータ書類化など
を担当してもらっていて、そのスピードや正確性にいつも
助けられています。今回は、業務のこと以外で感謝してい
るエピソードを２つご紹介します。

取締役 上越事業所
所長 人事部長

稲吉 甲一さん
いな  よし     こう   いち



今から７～８年前、まだ私が入社して間もない頃の話

です。積荷を吊ろうとした際になかなか上手くいか

ず、ワイヤーを調節している間にバランスを崩してし

まいました。そして落ちてきた積荷が自分の足に直

撃。骨折とまではいかなかったものの、そこから３週

間はまともに現場に入れませんでした……。本来２人

で行うべき作業を、人が足りないからと１人で行って

しまったことが原因です。結果的に、皆さんにご迷惑

をおかけすることになってしまい、とても反省した出

来事でした。

１人で無理な作業を行い
積荷が落下！
全治３週間の大怪我に……

工事一課 火力担当部門
主任

山口 国広さん
やまぐち くにひろ

過去の大失
敗エピソー

ド

とにかく、無理な仕事をしないということです。本
来複数人で行うべき作業を、「人がいない
から」と１人でやろうとするのは、本当に
危険なのだと身を持って感じました。慣れ
た作業であっても、自分を過信せず、しっかりと共同

作業のルールを守る。それが一番安全で効率的なの

だとわかり、その後は注意するようにしています。

自分を過信せず、
共同作業を大切に

そこから得
た教訓

いかなるときも、余裕を持った作業が大切で

す。作業人数もそうですが、例えばゴーグル

を装着して行うべき作業など、決められた

ルールはしっかり守るようにしましょう。「こ

れでいいだろう」という油断は禁物！ふとし

た気の緩みが大きな怪我に繋がります。複数

人で作業をする際は、「今からこれをするよ」

「ここに下ろすよ」など、お互いに声を掛け合

うことで、安全な現場を作っていきましょう。

誰しも失敗から学び、成長していくものです。

今回は、ベテラン社員のお二人に、今だから話せる過去の大失敗エピソードを教えてもらいました！

少しの油断が大きな事故に繋がる現場。先輩方の教訓を参考に、気を引き締めていきましょう！

ルール厳守！

仲間と声を掛け合い、

余裕を持って作業を進めよう

ベテラン社員の失敗から学ぼう

この経験を踏ま
えて

後輩社員へメッ
セージ

入社７年目のとき、ポンプの分解手入れを行い、組み上

げを行うための作業をしていた際の出来事です。玉掛け

に使用するクレーンのリモコンが床に置いたままになっ

ていたことに気が付かず、リモコンを足で踏んでしまい、

誤作動を起こしワイヤーが落下。これから組み上げる部

品の軸の部分に、傷がついてしまいました。この部品に

傷がついたり壊れたりすると、工場に持ち帰り再度新し

いものを持ってこなければならず、機械の組み込みや動

作の日程がずれ込むことになります。当時は幸い現地で

直すことができましたが、もし工場に送ることになって

いた場合は、工期がストップしかねない状況でした。

クレーンのリモコンを
踏み誤作動、ワイヤーが落下

建設工事担当部門

佐藤 洋二さん
さとう ようじ

過去の大失
敗エピソー

ド

操作を行うリモコンは、床や足元には置かず、

必ず少し手を伸ばす高い場所に置くことを徹

底するようになりました。またワイヤーを外す

際など、玉掛けの作業も以前より一層気をつ

けながら行うようになりました。特にワイヤー

を引っ掛けたまま物を上げてしまうと、傷を付

ける恐れがあるため、ワイヤーがきちんと外れ

たことを確認するようにしています。このほか、

当時床にリモコンが置きっぱなしに
なっていた原因として、現場が忙しく
皆がバタバタしていたことが挙げら
れるため、作業をする際は、一呼吸置
いてゆっくりと行うことを意識するよ
うになりました。

リモコンは必ず高所に置き、
落ち着いて作業を

そこから得
た教訓

一つひとつの作業を、ゆっくり落ち着いて行うようにしてく

ださい。何事も焦ると確認を怠り、ミスが起きやすくなりま

す。新人のうちは基本的に指示を受けて作業を行います

が、仕事に慣れてきて、工期などを意識するよう
になる中堅の人は要注意です。工期に間に合わせ
るため慌ただしくなると、注意散漫になるため、是非気をつ

けながら作業を行うようにしてください。

仕事を覚えてきた中堅は

特に注意！確認を徹底

この経験を踏ま
えて

後輩社員へメッ
セージ
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